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1. 【OCLC News 第 2号】－OCLCに関する様々な情報をお届けいたします－ 

今号では、2014年 OCLC年報、OCLCアジア・パシフィック地域会議ならびにグローバ

ル会議の開催レポート、WorldCat を利用した世界 60 の美術館によるアート系共同目録

プロジェクトなどをご紹介しています。 

2. ブリタニカ・オンライン・ジャパン ～ Year in Review 2014 ～   

最大６か国語の百科事典をオンラインでご提供するデータベース、ブリタニカ・オンラ

イン・ジャパン。2014年の様々な動きや、日本語と英語の百科事典サービスの利用状況

比較等、最新の情報をご紹介します。 

3. The Times Digital Archive ～タイムズ・デジタル・アーカイブ～ 

Galeのデータベース The Times Digital Archive は、世界的に有名で、大きな影響力を持

つ英国の新聞「ロンドン・タイムズ」を、創刊号より紙面イメージで、全文検索も可能

な形でご提供します。 

4. American Periodicals Series ～近代アメリカの文化と社会～ 

植民地時代から20世紀初頭にかけてアメリカで刊行された定期刊行物を収録するデータ

ベースをご紹介します。政治経済、学術から大衆誌、婦人誌まで、あらゆる分野から重

要なタイトルを選び、約 1,100誌を収録します。 

5. 19世紀史料コレクション アーカイブ－世界を測量する：地図と旅行記 

Nineteenth Century Collections Online Mapping the World:  

Maps and Travel Literature 

    「長い 19世紀」の文献から史料的価値の高いものをデジタル化した Nineteenth Century 

Collections Online（NCCO）。7回目の今回は「地図と旅行記」アーカイブをご紹介しま

す。 

 

KINOLINEはWeb上でも閲覧できます。 KINOLINE 検索 
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商品情報をはじめ、OCLC に関する様々な情報をご案内致します。 

 

●○Topics○● 

OCLC 年報 2014 年号 （OCLC Annual Report 2013/2014） が刊行されました！ 
毎年末頃に刊行されている OCLC 年報ですが、このたび初めてオンラインで発行されました。今号より原則として

OCLC のウェブサイト上で閲覧、もしくは PDF をダウンロードして頂き、冊子体は各参加館からのご注文に応じて

OCLC より郵送される形となりました。 
【OCLC 年報 2014 年号をオンラインで見る】 
【OCLC 年報 2014 年号の PDF（3.1MB）をダウンロードする】 

 
---------------------------------------- 目 次 ---------------------------------------- 
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-------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

●○ニュースレター“OCLC Abstracts”より○● 

Collaborating on a global scale for all art historians － 美術史家のニーズに応える世界的共同プロジ

ェクト 
世界中の OCLC メンバー機関の中から 16 か国 60
館の美術館が集まり、芸術関連の調査研究支援を目

的としたプロジェクトを立ち上げました。このプロ

ジェクトにより実現した Art Library Group 
Catalog では、WorldCat の持つ膨大な情報の中か

ら芸術関連分野に特化した資料だけを効率的かつ

簡単に見つけ出すことができます。日本からは、国

立西洋美術館様も参加されています。（こちらの関

連動画もご覧ください） 
 
 

第 2 号 

https://www.oclc.org/en-US/annual-report/2014/home.html
https://www.oclc.org/etc/designs/oclc/oclc-annualreport-14/images/215258OCLC-AR2014.pdf
http://artlibraries.worldcat.org/
http://artlibraries.worldcat.org/
https://www.youtube.com/watch?v=Wzg8wqw7e58
https://www.youtube.com/watch?v=Wzg8wqw7e58
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●○OCLC イベント○● 

2014 年 OCLC アジアパシフィック地域議会会議 
年に一度、東/東南アジア・オセアニア図書館関係者が一堂に会

する同会議が、昨年は韓国・済州島で 10 月 13 日～14 日に開催

され、各国プロジェクト発表や OCLC アップデート、図書館見

学、ディナーパーティー等が催されました。参加者は年々増加

し、昨年は日本を含め各国から 300 余名が集まりました。当会

議は図書館関係者のみならず、ご興味のある方はどなたでもご

参加頂けます。各国図書館とのネットワーク作りや情報収集のため、皆様も参加されてみてはいかがでしょう

か？2015 年はオーストラリア・メルボルンで開催予定（12 月）です。詳細は、紀伊國屋書店 OCLC センタ

ーまでお問い合わせください。            （2014 年 10 月 13 日～14 日  於：韓国 済州島） 
 
OCLC グローバル議会会議 
同会議は、OCLC の運営方針を決定するため、南北アメリカ、

欧州・中東・アフリカ、アジア・パシフィック各地域から OCLC
メンバー機関の代表（評議員）が年に二度集まり、アメリカ・

オハイオ州の OCLC 本部で開催されるものです。昨年 11 月に

は評議員、OCLC 首脳陣合わせて 150 人超が参加し、OCLC の

今後の方針や問題点について活発な議論が交わされた他、決算

報告や図書館業界にまつわる最新のトピックが発表されました。 
    （2014 年 11 月 10 日～12 日 於：アメリカ オハイオ州） 

●○今号の数字○● 

全世界の OCLC メンバー機関数….  

16,897 
 南北アメリカ： 27 か国 12,705 機関 

 ヨーロッパ・中東・アフリカ： 65 か国 2,417 機関 

 アジア・パシフィック： 21 か国 1,735 機関 

全世界に多数のメンバー機関を抱えるOCLCは、上記3
つの地域議会を設け、これらを通して各地域における図

書館間の活発な議論や交流を支援、協力関係を促進し、また積極的なニーズの聴取体制を確立しています。地域議

会の議員は、各地域の OCLC メンバー機関から選出されます。※OCLC メンバー機関とは、共同目録 WorldCat の

構築やグローバル ILL への参加等により図書館共同体 OCLC に貢献している機関のことです。 
 
掲載の商品・サービスに関するお申し込み・お問い合わせは… 

株式会社紀伊國屋書店 学術情報商品部 OCLC センター [ http://www.kinokuniya.co.jp/03f/oclc/oclctop.htm ] 

電話：03-6910-0516 ファクス：03-6420-1363 e-mail：oclc@kinokuniya.co.jp までお願い致します。 
お預かりした個人情報は、弊社規定の「個人情報取扱方針」http://www.kinokuniya.co.jp/06f/gaiyo6.htm に則り、取り扱わせて頂きます。 

http://www.kinokuniya.co.jp/03f/oclc/oclctop.htm
mailto:oclc@kinokuniya.co.jp
http://www.kinokuniya.co.jp/06f/gaiyo6.htm


    vol.36 no.1(2015) 

1               ©KINOKUNIYA COMPANY LTD. 

ブリタニカ・オンライン・ジャパン ～ Year in Review 2014 ～ 
ブリタニカ・ジャパン株式会社 

 
ブリタニカ・オンライン・ジャパンは、日本語の『ブリタニカ国際大百科事典』と英語の Encyclopædia Britannica®を

ベースとした知のポータルサイト。日本はもとより、世界の学術研究、報道の第一線で活躍する執筆陣が、あなたの調

査、学習をサポートします。論文やレポート、ビジネス資料の作成など、さまざまなシーンでご利用になれるサービスで

す。 
 
◆2014 年を振り返る 
ブリタニカ・オンライン・ジャパンがスタートしたのは2006年6月。以降、百科事典の定期的なアップデートに加えて、

オプションの多言語百科事典サービス Global Reference Center のリリース、英語の百科事典サービス Britannica® 
Academicの大規模なリニューアルなど、コンテンツと機能の両面でサービスの拡充を図ってきました。おかげさまで、

信頼できるレファレンスツールとして、多くの大学や公共図書館様に導入いただいているサービスへと成長することが

できました。 
本号では、「ブリタニカ・オンライン・ジャパン Year in Review 2014」と題して、2014 年に行ったアップデートを振り

返りながら、サービスの利用傾向についても分析してみます。 
 
◆News in 2014 

2014 年に行ったアップデートの中でも、特に目立ったものをいくつか紹介します。 
 
◎日本語の百科事典サービス ― 小項目事典から大項目事典、国際年鑑へ 
引く事典として情報をコンパクトにまとめた小項目事典の項目ページに、関

連する大項目事典および国際年鑑の記事へのリンク［関連項目］を追加しまし

た。これにより、これまでの検索や閲覧メニューの利用とは別に、小項目事典か

ら関連する大項目事典や国際年鑑の項目を参照できるようになりました。より関

連性の高い項目や、項目名検索などでは見つけにくい項目を、［関連項目］か

らたどってみてください。 
例えば、中央アメリカで古代から 16 世紀まで栄えたマヤ文明。小項目事典

はマヤ文明が栄えた時代と特色を簡潔に説明しており、関連項目には大項目

事典の「マヤ文明」と、国際年鑑の関連記事をあげています。国際年鑑の「マヤ

最古の暦の発見」（2013年版）は、2012年にグアテマラのマヤ遺跡で発見され、

終末論で騒がれたマヤの暦について、また「マヤ文明の謎を解く」（2000 年版）

は、当時の最新の知見に基づいたマヤ文明研究を、学術的な要素を押さえつ

つ百科事典とは異なる観点から論じています。 
 
◎日本語の百科事典サービス ― マルチメディア大幅増強 

2014 年は写真やイラストなどのマルチメディアを増強した 1 年でした。日本

国内の名所、旧跡、ランドマークの写真や、シカゴ美術館所蔵の美術品や世界

のさまざまな都市の建築物など、その数は 2014 年だけで 6,000 点以上にもな

ります。「百聞は一見にしかず」というように、これらの写真やイラストが私たちの

▼「マヤ文明」の関連項目 
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理解をより深めてくれるのは間違いありません。今後も、グローバル企業という利点を生かして、アメリカ本社

Encyclopædia Britannica Inc.と連携しながらマルチメディアの拡充に取り組んでいきます。 
 
◎英語の百科事典サービス Britannica Academic の URL が変更になりました 
英語の百科事典サービスの URL が変更になりました。サービス名称も Britannica Online Academic Edition 

から Britannica® Academic と改めました。 
（新）http://academic.eb.com/ 
 

◎フランス語の百科事典サービス 
Encyclopædia Universalis がリニューアル！ 
オプションの多言語百科事典サービス Global Reference 

Center※１で提供しているフランス語の百科事典オンラインサービス

Encyclopædia Universalis がそのデザインを一新しました。新し

くなったインターフェースをぜひお試しください。 

※１ Global Reference Centerではフランス語のほか、中国語（簡体字）、韓国語、スペイン語

の百科事典サービスを提供しています。 

 
◆Usage Trend in 2014 
ブリタニカ・オンライン・ジャパンでは、標準仕様で日本語と英語

の百科事典サービスを提供しています。その日本語と英語の百科

事典、どちらのサービスがより使われていると思いますか？ 
管理者向けの利用統計参照サービス Britannica Usage Statics では、日本語と英語の利用統計を個別に取得で

きます。せっかくなので、ユーザー全体の利用傾向を、5 年前と見比べてみましょう※２。2009 年は 25％ほどだった英

語の百科事典の利用比率が、2014 年には過半数を超えています。大学やビジネスのグローバル化への流れが実感

できる結果となりました。2010年に英語の百科事典サービスが大規模なリニューアルを行ったことも、英語の百科事典

の割合が伸びた一因かもしれません。 

▼日本語 vs. 英語 どちらがよく使われている？ 

 

 
◆マニュアルやポスターを活用しましょう！ 
ブリタニカ・ジャパンでは、ブリタニカ・オンライン・ジャパンを多くの利用者に有効活用していただくために、さまざま

な資料・ツールを用意しています。他のサービスにはないきめ細やかなサポートと充実した資料が、ブリタニカ・オンラ

イン・ジャパンの魅力のひとつでもあります。 

▼Encyclopædia Universalis のトップページ 

※2 利用統計の Document、Queries、
Media を合計した全体の PV（ペー

ジビュー）をもとにしています。 

http://academic.eb.com/


    vol.36 no.1(2015) 

3               ©KINOKUNIYA COMPANY LTD. 

ポスター 図書館内やラーニングコモンズなどに貼って、ブリタニカのことを知ってもらいましょう。 

ガイドツアー A4 用紙 3-4 枚でまとめた簡易マニュアル。講習会の配布資料として最適です。 

クイックガイド パウチ加工の簡易マニュアル。耐久性があるので、共用の閲覧端末のそばに常時置いて、

誰もがいつでも見られるようにしておきましょう。 

ポケットガイド ポケットサイズの折りたたみ式の簡易マニュアル。興味のある方に、自由に持ち帰ってもらい

ましょう。 

 
 
◆FAQ よくあるご質問 
講習会やプレゼンなどで、お客様からよくいただくご質問をまとめました。 

Q1.日本語の百科事典は翻訳版？ 
日本語の各記事には、英語の百科事典Encyclopædia Britannicaの記事の全訳、部分訳、翻訳と書き下ろし補足、

全面書き下ろしなど、項目によりさまざまな形態があります。興味のあるトピックなら、日本語と英語、どちらの記事も読

むことをお勧めします。 
Q2.更新頻度は？ 
オンライン百科事典の最大の恩恵は、適時内容がアップデートされることではないでしょうか。日本語の百科事典の

アップデートは年 4 回。ノーベル賞受賞者や世界遺産登録などのレギュラーな改訂のほか、時代の変化や科学の進

歩に呼応して、ブリタニカ国際大百科事典は改訂を続けています。英語の百科事典 Encyclopædia Britannica は、

さらに頻繁に改訂を行っています。 
Q3.学外から利用できる？ 

VPN や EZProxy など、お客様側にリモートアクセス可能な環境が整っている場合、学外からの利用も可能です。

またマイライブラリなどの学生/教職員専用のWebページがある場合は、リファラ認証を利用して学外から利用すること

もできます。リファラ認証は既存の Web ページを利用するため追加の投資は必要なく、手軽にリモートアクセスを実

現できます。 
 
◆無料トライアル受付中 
ブリタニカ・オンライン・ジャパンに関するお問合わせ・お申込みは、株式会社紀伊國屋書店 学術情報商品部（電

話：03-6910-0518、ファクス：03-6420-1359、e-mail：online@kinokuniya.co.jp ）までお願い致します。 
＊お預かりした個人情報は、弊社規定の「個人情報取扱方針」http://www.kinokuniya.co.jp/06f/gaiyo6.htm に則り、取り扱わせて頂きます。 

▼ポケットガイド 

▼ポスター ▼クイックガイド 

▼ガイツアー 

mailto:online@kinokuniya.co.jp
http://www.kinokuniya.co.jp/06f/gaiyo6.htm
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January 1, 1785 （左） 

「多くの新聞がすでに世論の中でその地位を確立している今日、新しい新

聞を発行することは、報われることの少ない企てである。その困難について

は、誰よりも小紙が自覚している。しかし、新しい新聞を発行するという計画

の本質が多くの人々から好評をもって迎えられるに違いないという楽天的

な希望を小紙が抱いているのも事実である。しかしこの自負も、思い上がり

により目が曇らされていない審判の場で裁きを受けなければならない。小

紙はこの自負を謹んでこの裁きの場に差し出すことにしたい。小紙の自負

が確かなものかどうか、読者諸氏には判断されたい。」 

July 22, 1789 （右） 

「大変珍しく奇異な知らせが届いた。最近パリで暴動が起こった際、バスチ

ーユ監獄が襲撃に遭い、囚人が解放され、監獄は取り壊されるとのことで

ある。このようなことは初めての出来事だ。古い要塞を取り壊すのは、長い

時間と労働がかかることだからだ。」

The Times Digital Archive 
～タイムズ・デジタル・アーカイブ～ 

センゲージラーニング株式会社 

The Times Digital Archive は、英国の新聞 The Times（以下タイムズ）

の創刊号から 2008 年（2014 年 12 月現在）までの全号・全記事を発行さ

れた時のままに紙面イメージで忠実に電子化して提供するものです。 

◆現存する最古の新聞◆ 

タイムズは 1785 年創刊、現存する新聞の中では最も古い新聞です。世

界の多くの新聞が模範として仰いだ新聞の中の新聞と言えます。 

◆各界の指導者層を読者とする高級紙◆ 

タイムズはイギリス国家と歩みを共にしてきました。19 世紀初め、最新の印刷機を他紙に先駆けて導入、販売価格

を下げ購読数を増やしました。イギリスが繁栄を極めた 19 世紀半ばには、世論の後押しにより政府の政策を動かすほ

どの力を獲得します。19 世紀後半の印紙税廃止により安価な新聞の発行が相次ぐと、発行部数でタイムズを超える新

聞が出てきましたが、大仰な見出しとゴシップ記事で読者の関心をひく大衆紙（タブロイド紙）と一線を画すタイムズは、

知識人、企業経営者、アパークラス及びミドルクラス向けの高級紙として確固たる地位を保ち、現在に至っています。 

◆近代世界の政治、経済、社会、文化、芸術、習俗の出来事の証言者◆ 

タイムズは、英国内に留まらず、近代世界全体の政治、経済、社会、文化、芸術、習俗の様々な出来事の証言者で

す。早くから世界各地に特派員を駐在させ、外国情勢の報道では他紙を圧倒していました。その社説には世界の政治

家、知識人が耳を傾け、社説や記事に対しては多くの人々から投書が寄せられ、時に論争の舞台にもなりました。訃

報欄をはじめとする人物情報欄は歴史上の人物についての思わぬ発見に満ちています。古い広告欄は風俗史の一

断面を提供してくれます。 

■1780-1800 年代 
タイムズは 1785 年 1 月 1 日に創刊されました。創刊時の紙名は”Daily Universal Register”。創刊から 3 年後の 1788 年

に”The Times”に変更されます。この頃はページ数もわずか 4 ページ、その紙面から後世の「世界のタイムズ」を予想する

ことは困難ですが、1800 年代には早くも記者を外国に駐在させ、独自の情報入手を試みるなど、すでに他紙に一歩先んじ

た試みに着手しています。とりわけ、多くの特派員が派遣されたドイツのアルトナ（現ハンブルク）は情報の集積地の様相を

呈したと言われています。 
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July 16, 1830 

「我々はこれまで、恨みや個人的な感情は抜きにして、王の悪しき行いを教訓や警告の意味で記事の中で指摘する

ことが責務であると考えてきた。王に優れた点があるのであれば、それを賞賛することに喜びを見出しただろう。だ

が、事実は正反対だった。亡き王ほど、その死を同胞から嘆き悲しまれることのない人はいるだろうか？誰がその死

に涙を流しただろうか？」 

～10 年前の離婚裁判の時に王妃を擁護したタイムズにとって、ジョージ 4 世は因縁の相手。加えて国王は放蕩でも

有名だ。そのジョージ 4 世が逝去した際の追悼記事では、思い余ってか、本音が飛び出した。～ 

■1810-1820 年代 
1810 年代、タイムズは他紙に先んじて最新鋭の印刷機を導入、蒸気式印刷機による最初の印刷物という栄誉をその歴史に

刻みます。効率的生産を可能にする技術を導入したことの意味は大きく、ここからタイムズの躍進が始まったと言っても過言

ではありません。ピータールーの虐殺事件では、中央から現地に派遣された記者の取材記事が掲載された最初の事例とな

りました。また、この時代はジョージ皇太子（国王としてはジョージ 4 世）が統治した時代でしたが、放蕩で有名なジョージと王

妃キャロラインの離婚裁判で、タイムズはキャロライン擁護の論陣を張り、世論の支持を得て発行部数が急増しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

■1830-1840 年代 
1830-40年代は、選挙制度改革に代表されるように、政治が激しく動いた時期です。タイムズはミドルクラスの利害を代弁し、

選挙制度改革、穀物法の廃止など、改革派の新聞として時流に乗ります。 
また、鉄道の開業、電信の実用化など、人々は、これまで経験したことのないスピード感を経験するようになります。タイムズ

の記事にも、時代のスピード感が反映されるようになります。 
 

August 14 1820（下） 

～国王ジョージと王妃キャロラインの離婚裁判でキャロラインを擁護したタイムズに王妃の国王宛書簡が独占掲載された。～ 

August 19 1819（中） 

～マンチェスターのピータールー虐殺事件の報道。地方へ派遣した記者の取材による初の記事となった。～ 

November 29, 1814（左） 

「本日、本紙は公共の方々に向けて、印刷に関わる最大の改良の成果を提供いたします。本記事を読む読者の皆様は、最新鋭の装置が昨夜世に送り出したタ

イムズ紙の数千部の中の一部を今手にしておられます。人間の労力を軽減し、速度においてあらゆる人間の力を凌ぐ、ほとんど有機的とも言える機械が発明

されたのです。」 

～最新の蒸気式印刷機を導入、大量生産により購読価格を下げ、部数を伸ばす契機となった。～ 
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September 17, 1830（左） 

～リヴァプール・アンド・マンチェスター鉄道営業運転開業日の鉄道事故～ 

August 7, 1844（右） 

「女王陛下はこの度無事、男児をご出産あそばされましたことを、ここにお

知らせします。陛下はご健康でいらっしゃいます。この重要なお知らせを迅

速にお知らせできたのは、電信の驚異的な力のお蔭です。」 

～電信による初の報道となった女王の二男誕生の報道～ 

October 12, 1854 

(右上) 

「負傷兵の治療も十分でないことには驚き、怒りが込み上げてくる。外科

医も看護婦も足りない。これは制度の欠陥で誰も非難できないかも知れ

ないが、包帯のための布すらないことを知れば、何を言うべきだろう

か？」 

（右下） 

「軍隊が当地に派遣されて 6 ヵ月にもなるというのに普通の外科手術の

備えすらないのだ！負傷兵は治療も施されず、苦しむままに放っておか

れるばかりでなく、・・・広い建物に移され、ようやく苦痛を和らげられると

思いきや、救貧院の病棟にあるような医療器具すら欠乏し・・・」 

～最初の従軍記者と言われるウィリアム・ラッセル記者によるクリミア戦

争の記事。イギリス軍の杜撰な作戦や前線の医療の惨状を国民の前に

さらけ出し、近代ジャーナリズム史上最初のスクープと言われる。～ 

July 25,1870 

～プロイセンとフランスの間で戦争が勃発すると、プロイセン宰相ビスマルクは超大国イギリスの世論を見方に付けるた

めに、駐英大使に命じて、数年前に交わされたベルギーを巡るプロイセン・フランス間の密約（フランス語原文）をタイムズ

に掲載させた。この記事は大きな衝撃を与え、議会でも取り上げられた。国際政治におけるタイムズのプレゼンスを示す

好例である。～ 

 
 

 
■1850 年代 

イギリスが空前の繁栄を謳歌した1850年代、タイムズの影響力は頂点を極めました。発行部数で言えば、主要ライバル紙

数紙の合計よりもタイムズ 1 紙の発行部数の方が多かったと言われています。首相は新聞が政治への影響力を強めている

現状を憂慮し、議会でタイムズを批判しました。このような状況下、タイムズは独占批判への反論を社説に掲載しました。 
タイムズの影響力に言及する際、忘れてはならないのが、クリミア戦争の報道です。記者を前線に派遣し、イギリス軍の作戦

の杜撰さ、医療体制の不備を国民に暴露し、戦争遂行のための政府組織改革やナイチンゲールらの看護婦派遣への道を

拓きました。こうしてタイムズは、従軍記者誕生の歴史にも名前を残すことになりました。 
 
 

 
 

■1860-70 年代 
1850 年代、新聞に対する課税が撤廃されるとともに、デイリー・テレグラフなど安価な新

聞が相次いで創刊されました。その結果、新聞の総発行部数に占めるタイムズの割合は減

少傾向となり、以後この傾向が逆転することはありませんでした。タイムズの独占的地位が

過去のものとなる一方で、国外におけるタイムズの威光は、交通革命を経て世界が狭くなり

始めたこの頃から輝き始めました。近代国家としての道を歩み始めた日本に関する記事も

増え始めます。 
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June 23, 1897 （左） 

～ヴィクトリア女王即位 60 周年記念式典における

女王行進の記事～ 

April 18, 1887 （右） 

～アイルランド担当大臣殺害にパーネルが関与し

たことを記した手紙を掲載したタイムズの記事～ 

February 11, 1885 （中） 

～ゴードン将軍がスーダンのハルツームで殺害さ

れたことを伝える記事。 

スーダンに派遣されたゴードンの元には数少ない

イギリス人がいたが、その一人がタイムズ特派員

フランク・パワー。パワーの記事は窮地に陥ったゴ

ードンへの救援軍派遣の世論形成に大きく貢献し

たと言われている。～ 

 

 
 

■1880-90 年代 
新興の新聞デイリー・メールに発行部数を追い抜かれるなど、タイムズは低迷します。それを象徴するのがアイルランド自治

運動の指導者チャールズ・パーネルをめぐる誤報です。アイルランド担当大臣が殺害された事件にパーネルが関与したこと

を記した手紙をタイムズが掲載したものの、後にそれが捏造であることが判明します。  

 

May 2,1862（左） 

「万博会場ではハイチ使節団と日本使節団が注目を浴びた。特に、入念に武器を身に着けた日本使節団一

行は、他国の使節団と際立った相違を見せていた。彼らの礼法に則ったやり方であることを認めるにして

も、平和の祭典にあってどこか場違いな印象を与えていた。」 

May 6,1862（右） 

「銃製造工場では、あらゆる類の機械に心を奪われているらしく、展示物を飽きることなく眺めていた。・・・・・

ホテルでのもの柔らかく礼儀正しい振舞は、人々の注目の的。英和辞典を携行している。魚と米が主食の

彼らは、今では箸を使うのを止め、日常生活はイギリス紳士と変わらない。」 

～幕府が欧州に派遣した文久遣欧使節団が滞在したイギリスは第二回ロンドン万博開催期間中。万博会場

や各地を見学した使節団はメディアの注目の的となり、その一挙手一投足に好奇の眼差しが注がれた。～ 

January 23, 1873 (左) 

February 5, 1873 (右) 

「将軍とその夫人の墓地のある芝の寺に行った。最近まで外国人の立ち入りは禁じられていたところだ。・・・・・江戸の街を歩いたが、建物の壮麗さは

他のどの国も凌ぐほどだ。・・・・・13 台のジンリキシャに分乗し、ガラガラ音をさせて街中を行くと、人々が私たちを見て笑い、歓声を上げた。・・・・・驚い

たのは、本や絵を売る多くの店が軒を連ねていることだ。聞けば、日本人は読書が大好きな国民だと言う。」 

～トマス・クックは世界初の世界一周パック旅行を企画し、みずから添乗員として同行した。クックが旅の途上で書いた経過報告「世界一周（Round the 

World）」は 3 回に分けてタイムズに掲載された。読者はこの記事を通して、世界一周旅行を追体験することができた。～ 
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April 16, 1912 （左） 

～タイタニック号沈没の記事～

June 29, 1914 （右） 

～第一次大戦の引き金となったオー

ストリア皇太子夫妻暗殺の記事～ 

May 8, 1915 

～客船ルシタニア号がドイツの U ボートに撃沈

されたときの写真入り記事～ 

■1900 年代 
20 世紀初頭、イギリスは日本と同盟関係に入ります。日英の接近に対して、タイムズはメディアとして大きな影響を及ぼし、

「日英同盟のゴッドファーザー」とも呼ばれました。タイムズの親日報道を担ったのが北京特派員、アーネスト・モリソンです。

高い見識と豊富な人脈に基づくその取材は、幾多のスクープをもたらし、日露戦争を演出したとも言われています。 

 

 

■1910-1920 年代 
1908 年、タイムズは創業以来はじめて、創業家以外の手に渡ります。デイリー・メールなどの大衆紙を創業し、新聞業界に

君臨していたノースクリフ卿です。ノースクリフ卿の経営手法が奏功し、それまで低迷していた発行部数は大きく伸長しまし

た。 

January 12, 1905 

～20 世紀初頭、黄色人種を脅威とみなす黄

禍論が欧米諸国に普及すると、日本はそれ

を鎮静化するため、広報活動を行なった。左

はロンドンの中央アジア協会で行なった末松

謙澄の講演を伝えるタイムズの記事。～ 

October 13, 1900 

～義和団の乱の際、北京の公使館街が清朝

軍に包囲され、多数の外国人が 2 ヵ月間籠城

を余儀なくされた。その中にモリソンがおり、こ

の体験を「北京公使館街の包囲」という長文の

記事にまとめあげた。位置関係を示すため、

公使館街の平面図も掲載されている。～ 

January 23,1901（左） 

～ヴィクトリア女王逝去を伝える記事～ 

January 3,1901（右） 

～「露清満州協定」という見出しのこの記事は「満州南部の重要都市、瀋陽をロシアが軍

事占領し、行政をロシアの保護下に置くことに関する協定がロシアと清国の間で調印され

た。」との書き出しで始まり、協定の九条項を列挙している。ロシアの満州保護領化への

布石として調印されたこの協定は、モリソンによってすっぱ抜かれ、タイムズ紙のスクープ

記事は世界をあっと言わせた。結局ロシアは日本の抗議に遭い、協定の破棄を迫られ

る。東アジア近現代史の中で、新聞のスクープ記事が政治外交に影響を与えた例の一つ

である。～ 
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June 2, 1953 （左） 

January 12, 2008 （右） 

～ヒラリーのエベレスト探検にはタイムズ記者ジェームズ・モリスが同行した。

モリスは初登頂成功のニュースを”Snow conditions bad stop advanced base 

abandoned May twentynine stop awaiting improvement stop all well”という暗

号にして送信した。メッセージはベースキャンプから48キロ下った警察署まで

走って届けられ、そこからカトマンズの英国大使館を経てロンドンのタイムズ

本社まで無線で届けられた。ヒラリー登頂の記事が掲載されたのは、エリザ

ベス2世が戴冠した日であった。右は、ヒラリー逝去の翌日、このエピソードを

紹介した記事。～ 

November 23, 1963 

～ケネディ暗殺を伝える記事～ 

May 3, 1966 

～創刊以来182年目にして初めて、これまで広告を掲載して

いたトップページにニュースを掲載。 

January 21, 1936 

～国王ジョージ5 世逝去の記事。50 年後に公開され

た主治医の記録によれば、コカインとモルヒネの注

射を 2 回行なうことで国王の安楽死は早められたと

いう。その理由は、国王の死は夕刊よりも朝刊に掲

載する方が相応しいから。実際、主治医は妻に電話

し、朝刊の印刷を遅らせるようタイムズに電話をさせ

ている。～ 

October 3, 1932 

「今朝の小紙朝刊で完了した字体の変更は小紙がこれまで行なった試

みの中でも最大級のものです。ライノタイプとモノタイプという小紙が使

用している二つの機械組版で利用に堪えうる字体をデザインするのに

2 年間を費やしてきました。」 

September 9, 1940 

～第二次大戦中のドイツ軍に

よるロンドン空襲の記事～ 

May 8, 1945 

～ドイツが無条件降伏し、第二次大戦における欧州戦線

での連合国の勝利が宣言されることを伝える記事～ 

■1930-1940 年代 
映像メディアの 20 世紀、伝統的な活字メディアである新聞は、読みやすさを意識し始めます。大き

な活字の見出しが目立つようになり、写真が使われるようになります。新聞のレイアウトやデザイン

を変える動きではタイムズは後手に回っていたと言わざるを得ませんが、この大きな動きの所産の

一つとしてタイムズ・ニュー・ロマンという新しい字体が誕生しました。 

 
 
 
 
 
 
 

■1950-1960 年代 
テレビの登場を背景に、新聞業界の競争は激しくなり、経営基盤を確立するための買収が起こります。タイムズのオーナー

はトムソンに変わりました。また、創業以来、一面に広告を掲載していたタイムズが一面にニュースを掲載するようになるのも

1960 年代です。 
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February 6, 7, 1852 

～報道の自由、新聞と政府の関係を定式化した社説。 

近代ジャーナリズム史上の記念碑的テキスト。～ 

January 11, 1850 

「独占とは、特定の当事者が商品を供給

する排他的権利を人為的に維持される特

権である。どこにタイムズの独占があるの

だろうか？どのような力によってそれは維

持されているのであろうか？・・・・・ 人々

は発行部数が最大であり、最高のクオリ

ティの記事を提供しているという単純な理

由から、小紙に広告を掲載するのである。

より安価で大きな効果を期待できる新聞

が他に見つかれば、人々が小紙に広告を

掲載することはないであろう。彼らの選択

は彼ら自身の選択である。小紙は、他紙

の10倍以上の発行部数という便益を広告

依頼主としての彼らに提供しているので

ある。」 

～タイムズが独占を享受しているとの非

難に対する社説での反論。～ 

November 14, 1849 

～ディケンズの投書。～ 

September 11, 1919 

～T.E. ロレンスの投書書。～

January 31, 1851  

「人々は小紙を買い被り、第四の権力などと言

う。第四の権力などという言辞は、それが有する

力について当てはまるとすれば、その無力につ

いてはもっと当てはまるであろう。・・・・・第四の

権力は、他の人々や団体のために何でもでき、

社会にあらゆる変化を及ぼす媒体となる一方

で、自身の善や便益を向上させるためにはほと

んど無力である。小紙は、あらゆる機会に他の

納税者の不満を集めて政府や議会に伝えている

が、その小紙が王国で最大の納税者である。」 

June 25, 1901 

「他のコレクターと同様に書物愛好

家もアメリカでは増えていて、ロンド

ンのオークション会場で横柄なやり

方で値を付けている。フォックスウェ

ル教授の比類のない経済学文献コ

レクションがアダム・スミスやアーサ

ー・ヤング、リカードを生んだ国から

外国へ持ち去られるようなことがあ

ってよいのだろうか。」 

January 29, 1831 

～タイムズの異名 

”Thunderer”の由来となった

選挙法改正に関する社説～ 

January 17, 1879 

～経済が不況にあっても、

市場は自動的に調整され、

経済は回復に向かうとい

う、19 世紀の考え方が典型

的に現れている。～

■社説 

タイムズのメディアとしての影響力は、社説を通じて発揮されました。タイムズの社説はあるときはミドルクラスを、またあるとき

はイギリスを代弁しました。タイムズの社説を通じて、これらの様々な声を聞くことができます。 

 

 

■投書 
タイムズには毎日、有名、無名の人々からの多くの投書が

掲載されました。特に記録のない一般の人々が様々な事

件や出来事に際して何を考え、何を思っていたのかを雄

弁に伝えます。 
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July 18, 1912 

「機転を利かせれば、アフリカ人も、オーストラリア人も、カナダ人も、進んでローカル

な名誉を捨て、一つの旗と同じ勲章の下にある母国の人々との絆を確かめ合うため

に、大英帝国という一つの共通のチームを形成する方を選ぶはずだ。・・・・このよう

な運動こそ、最も政治的に重要であると、私は思う。というのも、一つのチームが同じ

旗の勝利に向けて努力すること以上に、帝国の統一を示す格好の実例となるものは

ないのだから。」 

～コナン・ドイルの投書～ 

June 26, 1925 

「貴紙が私の政治活動や発言を丹念にフォローしてくださっていることに謝意を表しま

す。しかしながら、貴紙の最近の社説の幾つかの記述については修正させていただ

くことをお許し下さい。まず、イタリア議会で最近採決に付された法案が基本的な自

由に反するものであるとの事実に符合していません。これについては、この法律の

条文を精査していただければご納得いただけるはずです。」 

～ムッソリーニの投書～ 

July 20, 1892 

～トマス・クックの訃報記事～ 

May 30, 1934 
～東郷平八郎の訃報記事～ 

October 4, 1904 
～ラフカディオ・ハーンの訃報記事～ 

May 1, 1829 （左） 

「イギリス史の 100 人」 

～タイムズ初の一面広告～ 

December 29, 1834 （中） 

「国王への書簡」 

～署名者約 5,000 人、19 世紀最大の新聞広告～

March 31, 1897 （右） 

～アニュアル・レポートの一面広告。20 世紀になると、新聞広告での

企業のアニュアル・レポート、株主総会の案内が一般的になる。～ 

 
 
■訃報 
イギリスの高級紙は訃報欄が充実しており、物故者の業績を詳述した訃報記事は貴重な人物情報源です。タイムズは 1880
年頃から今に至るまでほぼ毎日訃報記事を掲載しており、集約すれば膨大な数の人物情報が収録されていることになりま

す。タイムズは出来事の記録としてのみならず、人物情報の宝庫でもあります。 
 

 

 

 

 

 
 

 
■広告 
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May 24, 1898 

～ブリタニカ百科事典 

第 9 版の予約販売の広告～ 

May 16, 1899 

～オックスフォード英語辞典の広告～ 

December 31, 1915 

November 3, 1909 

 

 

◆インターフェイス◆ 

The Times Digital Archive は、以下の 3 種類のインターフェイスで提供されています。 
 The Times Digital Archive 独自のインターフェイス 

 Gale NewsVault 
Gale が提供する約 20 の歴史的な新聞・雑誌データベースの横断検索を可能にするインターフェイスです。The 
Times Digital Archive を含む、対象データベースを１つでもご契約いただくと、ご利用いただけます。 

 Artemis Primary Sources 
Gale が提供する歴史的な一次情報データベースの横断検索を可能にするイ

ンターフェイスです。対象データベースを２つ以上ご契約いただくと、ご利用い

ただけます。Gale NewsVault の対象データベースも、順次 Artemis 
Primary Sources への搭載が進められており、The Times Digital Archive
も Artemis Primary Sources でのご利用が可能になり、Nineteenth 
Century Collections Online, The Making of the Modern World など、セ

ンゲージラーニングが提供する歴史データベースと横断検索することができる

ようになりました。 
 
The Times Digital Archive は、2014 年 12 月現在、創刊号より 2008 年までの記事が閲覧できます。2015 年には 2009
年まで、2016 年には 2010 年までと、毎年１年分ずつ閲覧可能年が増えていきます。 
 
※権利上の理由で、ごく一部ですが収録されていない記事もございます。 
※ストライキによる休刊時期（1978 年 12 月から 1979 年 11 月）については収録されていません。 
※紙面イメージはマイクロフィルム版からスキャニングされているため、写真など画像は一部、不鮮明な部分がございます。そのほか、

原紙の保存状態によって、一部、判読しづらい部分があります。 
※検索用の本文テキストデータは、OCR（光学式文字認識技術）によって自動的に生成されたものであるため、検索において 100%の

正確さを保証するものではありません。 
 
 

掲載商品のすべてのコンテンツと機能をお試しいただける 1 ヵ月の無料トライアルを受け付けております。 
掲載の商品・サービスに関するお申し込み、お問い合わせは、株式会社 紀伊國屋書店 学術情報商品部 雑誌・電子

商品課 (電話：03-6910-0518、ファクス：03-6420-1359、e-mail：online@kinokuniya.co.jp) までお願い致します。 
お預かりした個人情報は、弊社規定の「個人情報取扱方針」http://www.kinokuniya.co.jp/06f/gaiyo6.htm に則り、取り扱わせて頂きます。 

 

mailto:online@kinokuniya.co.jp
http://www.kinokuniya.co.jp/06f/gaiyo6.htm
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American Periodicals Series 
植民地時代から 20 世紀初頭にかけてアメリカで刊行された定期刊行物を収録するデータベース 

 

植民地時代の 1741 年から 20 世紀初頭までにアメリカで出版された定期刊行物を収録するデータベースです。アメリ

カが植民地から独立国家へと変貌した 18 世紀から始まり、20 世紀初頭までの約 150 年間に刊行された他種多様な 
タイトルを提供します。当時のアメリカの社会をあらゆる観点から調査することができます。 
 

収録の概要 

 収録対象年代:1741 年～1943 年 
※主として 19 世紀以前に刊行を開始した雑誌を収録対象とします。 

 収録誌数:約 1,100 誌 
 収録ページ数:約 700 万ページ 

 
 

右図：年代別 収録分布図 （記事単位、10 年ごと） 
 

収録タイトル（例） 
凡例：誌名（収録期間）／継続後誌  *…創刊年・最終刊行年

 大衆・諷刺 
・ Christian Union (1870*-1893*)／Outlook(1893*-1924) 
・ Independent (1848*–1928*) 
・ Life (1883*-1936*)（諷刺雑誌） 
・ National Police Gazette (1845-1906) 
・ Puck (1877*-1918*) 
・ Scientific American (1845*-1908) 
・ Vanity Fair (1859*-1863*) 

 文芸・評論 
・ Dial (1840*-1844*) 
・ Graham's Magazine (1826*–1858*) 
・ North American Review (1815*-1939*) 
・ Scribner's Monthly (1870*-1906)  
・ Southern Literary Messenger (1834*-1864*) 
・ United States Magazine (1837*-1851*)   

 女性・ファッション・家政 
・ Godey's Lady's Book (1830*-1898*) 
・ Harper's Bazaar (1867*-1912)  
・ Ladies' Home Journal (1889*-1907)  
・ Pictorial Review (1899*-1906)  

 児童 
・ St. Nicholas (1873*-1907) 
・ Youth's Companion (1827*-1929*) 

 政治・経済 
・ Bankers' Magazine (1846*-1943) 
・ Political Science Quarterly (1886*-1905)  

その他、宗教・科学技術、暮らし、医学、教育、統計、ニュース

などあらゆる分野の雑誌を広く収録します。

1750 年代

1800 年代

1850 年代

1900 年代
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収録形式 

 刊行当時のままの誌面イメージを収録します。 
タイポグラフィー、絵、画像要素、記事レイアウトなどをすべて 
確認することができます。（モノクロないしグレイスケール） 

 
 1 冊ずつ掲載順に収録、さらにタイトルごとに刊行年順のリストが 

用意されており、当時の読者と同じ視点で閲覧できます。 
検索で記事をピックアップするだけでなく、ページ順、刊行年順に 
閲覧ができます。 

 
検索機能 

 全文検索 
OCR（光学的文字認識）で誌面を読み取り、検索語を誌面 
イメージ上にわかりやすくハイライトで表示します。 

 
 詳細な索引を使った検索 

全文検索に加え、独自の記事索引を利用して詳細な検索がで

きます。 
索引には、年代や著者のほか、記事の種類を示す「ドキュメ

ントのタイプ」という独自の項目を設けており、この索引情

報を活用して、下記のような検索ができます。 
 

 検索例 1．著者“Walt Whitman”、ドキュメントのタイプ

「詩」→ホイットマンが雑誌に発表した作品を検索 
 

 検索例 2． キーワード：“easter bonnet”、ドキュメントの

タイプ「イラスト」→右図 
1：「教会に行ってくるわね」「いってらっしゃい。ママの新しい

ボンネット、神様も気に入るといいね」（Life, 1913） 

2：奥様、ボンネットがドアを通りません。(Life, 1901) 

3：ウサギさんのボンネット(The Youth's Companion, 1927) 

    
17 世紀から 20 世紀前半にかけてイギリスで刊行された定期刊行

物を収録する British Periodicals もございます。 
次号からは、American Periodicals Series の収録記事をテーマご

とにご紹介します。 
 
掲載の商品・サービスに関するお申し込み、お問い合わせは、株式会社 紀伊國屋書店 学術情報商品部  

 (電話：03-6910-0518、ファクス：03-6420-1359、e-mail：online@kinokuniya.co.jp) までお願い致します。 
お預かりした個人情報は、弊社規定の「個人情報取扱方針」http://www.kinokuniya.co.jp/06f/gaiyo6.htm に則り、取り扱わせて頂きます。 

「ドキュメントのタイプ」索引 

イメージ/写真、イラスト、ニュース、

プレビュー、レシピ、案内広告、株価、

広告、死亡記事、詩、時事漫画、社説/
論説、統計・データ報告書、評論、法的

通知、目次 などに記事を分類 

検索語を 

ハイライトで表示 

1 2

3

検索例 2. キーワード：“easter bonnet” 
ドキュメントのタイプ「イラスト」で検索 

http://www.kinokuniya.co.jp/03f/kinoline/1404_05.pdf
mailto:online@kinokuniya.co.jp
http://www.kinokuniya.co.jp/06f/gaiyo6.htm
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19 世紀史料コレクション アーカイブ－世界を測量する：地図と旅行記 

Nineteenth Century Collections Online  
Mapping the World: Maps and Travel Literatur  

センゲージラーニング株式会社 

世界有数の図書館、公文書館等が所蔵する 19 世紀の貴重な資料から史料的価値

の高いものをデジタル化して提供するデータベース、 Nineteenth Century 
Collections Online (NCCO)。今回は、” Mapping the World: Maps and Travel 
Literature”を取り上げます”  

◆見知らぬ土地への知的、領土的関心◆ 
科学的な発見、工業化、帝国主義、リテラシーの向上といった様々な動きの中で、地図と旅行が脚光を浴びるように

なった 19 世紀、様々な分野で爆発的とも言えるほど多くの地図が世に送り出されました。 
人々を地図の作成へと駆り立てた動機には、見知らぬ土地に対する純粋な知的関心だけでなく、領土を拡大する

欲望も厳然としてありました。ヨーロッパ列強が領土を拡大する中で、探検家は冒険へ乗り出し、その途上で出会った

未知の土地、鉱物資源、社会を地図の中に記しました。また、将来の作戦を念頭に置いた軍用測量地図が大量に製

作されたのも 19 世紀です。本アーカイブは、地図の世紀である 19 世紀に製作された膨大な数の地図を収録すること

で、この時代の人々が抱いた見知らぬ土地への知的関心、領土的関心の実相に迫ります。 

◆旅行に目覚めた人々の異文化体験◆ 
鉄道、蒸気船が実用化され交通手段が飛躍的に改善された 19 世紀、旅行は社会の一部の人々にのみ許される特

権的娯楽ではなくなり、多くの旅行記が出版されました。本アーカイブは世界各地を訪れた欧米人が残した膨大な数

の旅行記を収録することで、旅行に目覚めた 19 世紀の人々の異文化体験の実相に迫ります。旅行記には写真や描

画が多数収録されており、当時の人々が見た光景も再現されています。 

◆19 世紀の地図と旅行記の縮図◆ 
本アーカイブは、大英図書館、英国公文書館、アメリカ稀覯書協会、アルバータ大学図書館など、世界的に有名な

地図、旅行記所蔵機関のコレクションから精選収録し、長い 19 世紀に地図と旅行記が大量に生み出された状況を歴

史的に再構成できるようにしたものです。旅行記、探検記、旅行ガイドブック、鉄道雑誌から都市歴史地図、軍用測量

地図、地名辞典、地質アトラスまで、19 世紀の旅行記と地図の世界をどうぞご堪能ください。 
 
※19世紀の異文化交流の文献については、NCCOのアーカイブ「アジアと西洋（Asia and the West）」に極東地域を訪れ

た外交官と宣教師の記録が、「ヨーロッパとアフリカ（Europe and Africa）」にアフリカを訪れた外交官、宣教師、探検家

の記録が収録されています。詳細はKINOLINE 誌 vol.35 no. 3、KINOLINE 誌 vol.35no. 4をご参照ください。 
 
◆収録コレクション◆ 

■19th Century Travel Literature（19 世紀の旅行記） 
 年代：1800 年～1899 年 

 言語：英語、フランス語、ドイツ語、イタリア語ほか 

 原本所蔵機関：ブリンマー大学図書館 

 収録資料：書籍 2,513 点 

 

http://www.kinokuniya.co.jp/03f/kinoline/1403_06.pdf
http://www.kinokuniya.co.jp/03f/kinoline/1404_03.pdf
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上野公園 

（ハーツホーン『日本と日本人』）

江戸湾の漁火 

（ベイヤード・テイラー『現代の日本』） 

帝国大学工科大学 

（ジョン・モリス『日本：真摯な国民』） 

日本の冬景色 

（オリファント 

『エルギン卿遣中・遣日使節録』） 

ブリンマー大学図書館（Bryn Mawr College Library）は、米国のリベラルアーツ系大学図書館のなかでも有数の図書館とし

て知られています。ブリンマー大学は、米国最古の女子大学の一つであり、1885 年の創立当初から博士課程の教育プログラ

ムを持っていました。同大学図書館は、その歴史を反映し、100 万冊以上の歴史文献を所蔵しています。世界各地を巡ったヨ

ーロッパ人による旅の記録を多数所蔵しています。本アーカイブは、このなかから約 2,500 点の旅行記を収録します。 

収録書籍： 
 ウィリアム・ギルピン（William Gilpin）－ 

『イングランド西部地方に関する観察 
（Observations on the Western Parts of England）』（1798） 

  

 ジョセフ＝ジェローム・ラランド（Joseph-Jérôme Lefrançais de Lalande）－ 
『イタリア紀行（Voyage en Italie）』（1786） 

  

 ウィリアム・マッドフォード（William Mudford）－ 
『アフリカ紀行（Travels in Africa）』 

  

 ムンゴ・パーク（Mungo Park）－ 
『アフリカ奥地紀行（Travels in the Interior Districts of Africa）』（1816） 

  

 エドワード・ダニエル・クラーク（Edward Daniel Clarke）－ 
『ヨーロッパ、アジア、アフリカへの旅 
（Travels in Various Countries of Europe, Asia and Africa）』（1816） 

  

 ジェイムズ・クック（James Cook）－ 
『The Three Voyages of Captain James Cook round the World』（1821） 

  

 トマス・ディブディン（Thomas Frognall Dibdin）－ 
『稀覯書とピクチャレクスな風景をめぐるフランスとドイツの旅 
（A Bibliographical Antiquarian and Picturesque Tour in France and Germany）』

（1829） 
  

 バジル・ホール（Basil Hall）－ 
『北米紀行（Travels in North America）』（1830） 

  

 ペリー（Matthew Calbraith Perry）ほか－ 
『アメリカ艦隊の中国近海と日本探検記 
（Narrative of the Expedition of an American Squadron to the China Seas and 
Japan）』（1856） 

  

 ローレンス・オリファント（Lawrence Oliphant）－ 
『エルギン卿遣中・遣日使節録（Narrative of the Earl of Elgin's Mission to China and 
Japan）』（1860） 

  

 チャールズ・キング（Charles King）、ウィリアム・マイヤーズ（William Frederick Mayers）－ 
『中国と日本の条約港（The Treaty Ports of China and Japan）』（1867） 

  

 リチャード・ホーン（Richard H. Horne）－ 
『天皇への頌歌（Ode to the Mikado of Japan）』（1873） 

  

 ヘンリー・クラ―ヴェン（Henry Craven）－ 
『日本沿岸のメモと素描（Notes and Sketches from the Wild Coasts of Nipon）』（1880） 

  

 ヨハン・ユストゥス・ライン（Johann Justus Rein）－ 
『日本: プロイセン政府の経費で行なわれた旅行と調査 
（Japan: Travels and Researches Undertaken at the Cost of the Prussian Government）』（1884） 

  

 サイモン・スターン（Simon Adler Stern）－ 
『中国・日本の旅の随想（Jottings of Travel in China and Japan）』（1888） 

  

 ベイヤード・テイラー（Bayard Taylor）－ 
『現代の日本（Japan in Our Day）』（1889） 

  

 マーカス・ハイシュ（Marcus Bourne Huish）－ 
『日本とその美術（Japan and Its Art）』（1892） 

  

 ジョン・モリス（John Morris）－ 
『日本：真摯な国民（Advance Japan: A Nation Thoroughly in Earnest）』（1896） 

  

 バジル・ホール・チェンバレン（Basil Hall Chamberlain）、W.B. メーソン（W. B. Mason）－ 
『蝦夷から台湾までの帝国全域を含む日本を旅行する人々のためのハンドブック 
（Handbook for Travellers in Japan, Including the Whole Empire from Yezo to Formosa）』（1899） 

  

 オーティス・ケアリ（Otis Cary）－ 
『日本とその再生（Japan and Its Regeneration）』（1900） 
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大阪の劇場 

（ジョージ・ブラウン 

『日本、国土、日本人』）

ボンベイ駅 

（フレデリック・ペンフィールド 

『スエズの東』） 

 アンナ・コープ・ハーツホーン（Anna Cope Hartshorne）－ 
『日本と日本人（Japan and Her People）』（1902） 

  

 ジョージ・ブラウン（George Waldo Browne）－ 
『日本、国土、日本人（Japan, the Place and the People）』（1904） 

  

 ジョージ・ロバート・シムズ（George R Sims）－ 
『ロンドンの生活（Living London）』（1906） 

  

 エリザ・シドモア（Eliza Ruhamah Scidmore）－ 
『ハーグ条約の命ずるままに: 日本におけるロシア人俘虜の妻の日記 
（As the Hague Ordains: Journal of a Russian Prisoner's Wife in Japan）』（1907） 

  

 フレデリック・ペンフィールド（Frederic Courtland Penfield）－ 
『スエズの東: セイロン、インド、中国、日本 
（East of Suez: Ceylon, India, China and Japan）』（1907） 

  

 ガストン・ミジョン（Gaston Migeon）－ 
『日本にて: 美の寺院への巡礼（In Japan: Pilgrimages to the Shrines of Art）』（1908） 

  

 ハイラム・ビンガム（Hiram Bingham）－ 
『ベネズエラとコロンビアの探検（The Journal of an Expedition across Venezuela and 
Colombia）』（1909） 

  

 スヴェン・ヘディン（Sven Anders Hedin）－ 
『トランスヒマラヤ（Trans-Himalaya: Discoveries and Adventures in Tibet）』（1910） 

 
 

■Travels and Travelers in the 19th Century: Selected Journals and Papers 
（19 世紀の旅行と旅行家：日誌・文書選集） 

 年代：1808 年～1878 年 

 言語：英語 

 原本所蔵機関：大英図書館 

 収録資料：マニュスクリプト 29 点 

収録文献例： 
 『ロバート・カー・ポーター旅行記（Ker Porter Journals・・・・・）』 

  

 『J.J.マッキンタイア文書：メキシコ、オーストラリア等への関心を有していた商人、ジェームズ・マッキンタイア歴史的・自伝的著述 
（J. J. Macintyre Papers: Historical and Autobiographical Works of James Johnstone Macintyre, A Merchant with 
Interests in Mexico, Australia, Etc.・・・・・）』 

  

 『1825 年から 1828 年にかけてのブロッサム号（フレデリック・ビーチ―船長）が太平洋とベーリング海峡へ航海したときのジョージ・パー

ド中尉の自筆日誌（Autograph Journal of Lieut. George Peard, First Lieutenant on H. M. S. Blossom (Commander 
Frederick William Beechey) during a Cruise to the Pacific and Behring's Straits in 1825-1828・・・・・）』 

  

 『チャールズ・ラムとメアリー・ラム：淑女のフランス旅行記 
（Charles and Mary Lamb: Narrative of the Travels of a Lady in France・・・・・）』 

  

 『シェフィールド・パーク文書（Sheffield Park Papers・・・・・）』 
  

 『トーマス・カーライル：「史上最短の旅」 スティーヴン・スプリング・ライスを伴っての 1842 年 8 月 6 日から 8 月 10 日までのオランダ旅

行記 
（Thomas Carlyle: 'The Shortest Tour on Record'. Autograph. Narrative of a Tour to the Netherlands Made 6-10 Aug. 1842 
with the Hon. Stephen [Edmond] Spring Rice・・・・・）』 

  

 タブリーズからカスピ海沿岸を経てテヘランへ至るキース・エドワード・アボットの旅行記 
（Narrative of a Journey from Tabruz along the Shores of the Caspian Sea to Tehran by Keith Edward Abbott 
Esqre'・・・・・）』 

  

 『イギリスの歯科医、ジョン・パーソンズが 1874 年から 1876 年にかけて行なったアジアのペルシアとトルコの旅 
（Travels in Persia and Turkey in Asia by John Parsons, an English Dentist, Circ. 1874-1876・・・・・）』 
 

■Travel Narratives and Personal Reminiscences（旅行記と個人の回想） 
 年代：1786 年～1921 年 

 言語：英語、フランス語 

 原本所蔵機関：大英図書館 

 収録資料：書籍 288 点 
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長崎（クルーゼンシュテルン

『世界周航』） 

中国（ジェームズ・ローレンス 

『中国、日本、その地への旅』） 

日本の高官たち 

（ウィリアム・フォグ『世界一周』）

収録書籍例 
 エドワード・ダニエル・クラーク（Edward Daniel Clarke）－ 

『ヨーロッパ、アジア、アフリカの様々な国への旅（Monograph Travels in Various Countries of Europe, Asia and Africa）』（1814） 
  

 アンリ・サヴィニー（Henri Savigny）、アレクサンドル・コルレアール（Alexandre Correard）他－ 
『1816 年のセネガル航海記（Narrative of a Voyage to Senegal in 1816）』（1818） 

  

 チャールズ・ラムス・フォレスト（Charles Ramus Forrest）－ 
『インドのガンジス河、ヤムナー川沿いのピクチャレスク旅行記 
（A Picturesque Tour along the Rivers Ganges and Jumna in India）』（1824） 

  

 ジョン・ルイス・ブルクハルト（John Lewis Burckhardt）－ 
『ベドウィンとワハビに関する覚書（Notes on the Bedouins and Wahábys, Collected during His Travels）』（1830） 

  

 デヴィッド・アーカート（David Urquhart）－ 
『東洋の精神（The Spirit of the East）』（1838） 

  

 フランシス・トロロープ（Frances Trollope）－ 
『旅と旅人：連作素描（Travels and Travellers: A Series of Sketches）』（1846） 

  

 ジェームズ・ロング（James Long）『1853 年 1 月のカルカッタからデリーへの旅の覚書（Notes of a Tour from Calcutta to Delhi in 
January, 1853）』（1853） 

  

 ジョージ・ブラッドショー（George Bradshaw）－ 
『ブラッドショー図説フランス旅行便覧（Bradshaw's Illustrated Travellers' Hand Book in France）』（1854-99） 

  

 フローレンス・ナイチンゲール（Florence Nightingale）－ 
『エジプトからの手紙（Letters from Egypt）』（1854） 

  

 ウィリアム・ヘンリー・スミス（William Henry Smyth）－ 
『地中海：その自然、歴史、航海の思い出（The Mediterranean: A Memoir, Physical, Historical, and Nautical）』（1854） 

  

 ウィリアム・ヘンリー・グレゴリー（William Henry Gregory）－ 
『1855 年と 1856 年のエジプト、1857 年と 1858 年のテュニス（Egypt in 1855 and 1856; Tunis in 1857 and 1858）』（1859） 

  

 『ルヴ・ド・ブルターニュ（Revue de Bretagne）』 
  

 ジョージ・ブラッドショー（George Bradshaw）－ 
『ブラッドショー図説・パリとその周辺（Bradshaw's Illustrated Guide through Paris and Its Environs）』 

 
 

■Selected Travel Titles from the Collections of the American Antiquarian Society 
（アメリカ稀覯書協会所蔵旅行記コレクション選集） 

 年代：1789 年～1904 年 

 言語：英語、フランス語 

 原本所蔵機関：アメリカ稀覯書協会 

 収録資料：書籍 537 点 

収録書籍例 
 ジョン・ピンカートン（John Pinkerton）－ 

『近代地理学：帝国、王国、州、植民地、海洋、島嶼の記述（Modern Geography: A 
Description of the Empires, Kingdoms, States, and Colonies; with the Oceans, Seas, 
and Isles）』（1802） 

  

 ジョン・フェルタム（John Feltham）－ 
『海水浴場ガイド：湖の解説とウェールズ旅行素描付き（A Guide to All the Watering and 
Sea-Bathing Places; with a Description of the Lakes; a Sketch of a Tour in 
Wales・・・・・）』（1812） 

  

 アダム・クルーゼンシュテルン（Adam J. Krusentern）－ 
『世界周航（Voyage round the World, in the Years 1803, 1804, 1805, & 1806, by Order of 
His Imperial Majesty Alexander the First・・・・・）』（1813） 

  

 ウィリアム・エドワード・パリ―（William Edward Parry）－ 
『北西航路を求めて 1821 年から 1823 年にかけて行なわれたパリ―船長の航海 
（Voyage of Captain Parry, in Search of a Northwest Passage, in 1821-3）』（1823） 

  

 ジョン・ダンダス・コックレイン（John Dundas Cochrane）－ 
『中国国境からカムチャツカまでのロシア・シベリア・タタール地方踏破旅行記 
（Narrative of a Pedestrian Journey through Russia and Siberian Tartary, from the 
Frontiers of China to the Frozen Sea and Kamtchatka）』（1824） 
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エリオットロンドンと近郊鉄道・ 

乗合馬車路線地図（1861） 

リヴァプール駅の隣のリヴァプ

ール・ストリート・ホテルの広告

（1906） 

グレート・イースタン 

鉄道時刻表（1906） 

 ジョン・ラッセル（John Russell）－ 
『ドイツとオーストリア帝国南部地方の旅 
（A Tour in Germany, and Some of the Southern Provinces of the Austrian Empire, in the Years 1820, 1821, 1822）』（1825） 

  

 ヒュー・クラッパートン（Hugh Clapperton）ほか－ 
『北アフリカと中央アフリカの旅行と発見の記録 
（Narrative of Travels and Discoveries in Northern and Central Africa・・・・・）』（1826） 

  

 トーマス・ジェファーソン・ホッグ（Thomas Jefferson Hogg）－ 
『209 日、あるいは大陸旅行記（Two Hundred and Nine Days; Or, the Journal of a Traveller on the Continent）』（1827） 

  

 バーバラ・ホフランド（Barbara Hofland）－ 
『若き巡礼者、あるいはアルフレッド・キャンベルの東洋への帰還とエジプト、ヌビア、小アジア、アラビア・ペトラエの旅（The Young 
Pilgrim, or Alfred Campbell's Return to the East: And His Travels in Eygpt, Nubia, Asia Minor, Arabia Petræa）』（1828） 

  

 エリザ・レスリー（Eliza Leslie）－ 
『若きアメリカ人、あるいは航海素描とヨーロッパ短訪 
（The Young Americans; or, Sketches of a Sea-Voyage: And a Short Visit to Europe）』（1829） 

  

 ジョサイア・コンドル（Josiah Conder）－ 
『近代旅行家：世界各国の地理、歴史、地形の記述（The Modern Traveller: A Popular Description, Geographical, Historical 
and Topographical, of the Various Countries of the Globe）』（1830） 

  

 J.W. スパルディング（J.W. Spalding）ほか－ 
『日本探検記（The Japan Expedition）』（1855） 

  

 ジェームズ・ローレンス（James B. Lawrence）－ 
『中国、日本、その地への旅（China and Japan, and a Voyage Thither）』（1870） 

  

 ラファエル・パンペリー（Raphael Pumpelly）－ 
『アメリカとアジアを股にかけて（Across America and Asia）』（1870） 

  

 ウィリアム・ペリー・フォグ（William Perry Fogg）－ 
『世界一周: 日本、中国、インド、エジプトからの手紙 
（"Round the World.": Letters from Japan, China, India, and Egypt）』（1872） 

  

 ローリング・コンバース（Loring Converse）－ 
『何を、どう見たか: カリフォルニア、日本、中国、マラッカ、セイロン、インド、アラビア、ヨーロッパ、キューバ、メキシコ周遊記 
（Notes of What I Saw, and How I Saw It: A Tour around the World Including California, Japan, China, Malacca, Ceylon, 
India, Arabia, Europe, Cuba, and Mexico）』（1882） 

 

■Travel and Tourist Periodicals: Selections from the British Library（大英図書館所蔵旅行・観光雑誌コレクション選集） 
 年代：1848 年～1913 年 

 言語：英語 

 原本所蔵機関：大英図書館 

 収録資料：定期刊行物 16 点 

収録定期刊行物 
 Arthur Stebbings' Model Railway Time Table, and Travellers' Guide 

  

 Bradshaw's Overland Guide to India, Egypt, and China 
  

 The British Railway Guide 
  

 Chapman's British Railway Guide 
  

 Clark's Western Counties Railway Guide and General Advertiser 
  

 Elliot's Original London General Railway, Steam-Boat, and 
Omnibus Guide 

  

 Elliot's Original Railway, Steamboat, Omnibus and Amusement 
Guide 

  

 Farmhouse and Country Lodgings Essex, Hertfordshire, 
Cambridgeshire, Suffolk and Norfolk 

  

 Great Eastern Railway Time Tables 
  

 The Hawaiian Kingdom Statistical and Commerical Directory and 
Tourists' Guide 

  

 Henderson's British Columbia Gazetteer and Directory 
  

 The Jamaica Almanack 
  

 The London General Railway, Steam-Boat, and Omnibus Guide 
  

 North London Railway Suburban and City Train Services Time Table 
  

 Suffolk County Handbook and Official Directory 
  

 The West of England Railway & Steam-Boat Guide 
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Orgiazzi「イタリア統計・政治・鉱物・

近代地図」（1815）

ジョン・アロースミス 

「ヨーロッパ」(1876) 

エミール・ブルドラン 

「パリ市街地図」(1878)

F.ハントケ 

「プロイセン国家」(1891)

「スタンフォード・ロンドン鉄道・橋・堤防

地図」（1899） 

左上に「1866 年 6 月 27 日から 7 月２1

日までのロンドンとその近郊におけるコ

レラ分布地図」とある 
「トマス・クックの 

イタリア旅行地図」(1873)

G. Pinchetti「ミラノの街」

(1808)

「シェパード近代フランス地図」(1870) 

－宮殿、教会、記念碑、公共施設、広場、街路を示す 

「フィレンツェ市街地図」(1810) 

ジェイムズ・ワイド 

「オスマン帝国、黒海、ロシアとペルシアの辺境地図」（1853） 

■Journeys to the East Indies and Asia: Selected Journals and Papers（東インドとアジアへの旅：日誌・文書選集） 
 年代：1800 年～1906 年 

 言語：英語 

 原本所蔵機関：大英図書館 

 収録資料：書籍 9 点、マニュスクリプト 51 点 

収録書籍例 
 アレクサンダー・バーンズ（Alexander Burnes）－ 

『ブハラへの旅（Travels into Bokhara）』（1835） 

 ヘンリー・エドワード・フェイン（Henry Edward Fane）－ 
『インドの 5 年（Five Years in India）』（1862） 

 フランク・ヤングハズバンド（Frank E. Younghusband）－ 
『大陸の中心（The Heart of a Continent）』（1896） 

 

■British Library: 19th Century European Sheet Maps（大英図書館所蔵 19 世紀ヨーロッパ図葉） 
 年代：1792 年～1923 年 

 言語：英語、ドイツ語 

 原本所蔵機関：大英図書館 

 収録資料：書籍 14 点、図葉 990 枚 
図葉 
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アウグスティン・ライザー 

「ロンドン・シティー」(1633)

ブラウン、ホーヘンベルク

「ロンドン」(1657) 

■British Library: India Office Records Maps, Atlases & Gazetteers 
（大英図書館所蔵インド省旧蔵地図・地名辞典集成） 
 年代：1830 年～1934 年 

 言語：英語 

 原本所蔵機関：大英図書館 

 収録資料：書籍 55 タイトル、地図 841 枚 

収録書籍例 
 エドワード・ソーントン（Edward Thornton）－ 

『インド北西部近隣諸国地誌（A Gazetteer of the Countries Adjacent to India on the North-West・・・・・）』（1844） 

 ジョン・アンダーソン（John Anderson）－ 
『バモーを経て西部雲南への探検旅行の記録（A Report on the Expedition to Western Yunan Viâ Bhamô）』（1871） 

 クレメンツ・マーカム（Clements R. Markham）－ 
『ジョージ・ボーグルのチベットへの布教とトーマス・マニングのラサへの旅 
（Narratives of the Mission of George Bogle to Tibet, and of the Journey of Thomas Manning to Lhasa）』（1876） 

 サラット・チャンドラ・ダース（Sarat Chandra das）－ 
『1881 年と 1882 年のラサ紀行（Narrative of a Journey to Lhasa in 1881-82）』（1885） 

 ハーバート・リズリー（Herbert Risley）－ 
『シーク教地名辞典（The Gazetteer of Sikhim）』（1894） 

 シドニー・バラード（Sydney Burrard）、ヘンリー・ハイデン（Henry Hayden）－ 
『ヒマラヤ山脈とチベットの地理学と地質学の素描』（1933） 

 
■British Library: Ministry of Defense Maps（大英図書館所蔵イギリス国防省旧蔵地図コレクション） 

 年代：1840 年～1935 年 

 言語：英語 

 原本所蔵機関：大英図書館 

 収録資料：マニュスクリプト 272 点、地図 1,278 枚 

 
 
■Crace Collection of Maps of London（クレイス・ロンドン歴史地図コレクション） 

 年代：1570 年～1860 年 

 言語：英語、フランス語ほか 

 原本所蔵機関：大英図書館 

 収録資料：地図 514 枚 

 
 
 

フランス駐留フランス・ベルギ

ー軍休戦地図（1939 年） 

第一次大戦ドイツ東部戦線地図

（1915） 

山東省地図（1933） 
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アルバート・ヘンリー・ペイン 

「ペインの図説ロンドンプラン」(1846) 

ジョン・オヴァ―トン「1666 年の大火以来拡張されたロン

ドン・シティーの新地図」(1706)

クリストファー・レン「ウィリアム

3 世時代の加筆を含むセント・

ジェームズ宮殿建築プラン」

(1694) 

ヴェンセスラウス・ホラー「ロンドンの

シティーとその郊外地図」(1666) 

リチャード・ブロム 

「セント・マーティン・イン・ザ・

フィールズ教区地図」(1685)

ジョン・フェアバーン 

「ロンドンのドック修正プラン」(1800) 

リウィリアム・ダートン「不案内な人 

のためのロンドン・ウェストミンスター

の街路案内」(1809) 

クリストファー・グリーンウッド「1824

年から1826年の測量調査に基づくロ

ンドン地図」(1827)

 

 

 
 

 

ジョージ・ニール「エリザベス女王統治下の

ロンドンとウェストミンスター」(1563)) 

ダニエル・アレクサンダー 

「ロンドンのドック」(1799) 
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フランシス・ドレーク「セント・ 

ニコラス島、あるいはドレーク島防

備のための彩色計画図」(1693)

ニコラス・ホークスムア 

「ケンブリッジ手稿プラン」(1725) 

T.ハリス「繁栄する都市 

ニューヨークの南からの眺望」(1746) 

■King George III Topographical Collection（大英図書館所蔵国王ジョージ 3 世地図コレクション） 
 年代：1664 年～1800 年 

 言語：英語 

 原本所蔵機関：大英図書館 

 収録資料：地図 59 枚 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■Maps of the World: Cartographic Selections from the American Antiquarian Society 

（アメリカ稀覯書協会所蔵世界地図コレクション） 
 年代：1780 年～1927 年 

 言語：英語 

 原本所蔵機関：アルバータ大学図書館 

 収録資料：書籍 9 点、地図 734 枚 

収録書籍例 
 ネルソン・ホレイショ・ダートン（Nelson Horatio Darton）－ 

『アメリカ合衆国地質アトラス：ネブラスカ州キャンプクラーク版 
（Geologic Atlas of the United States: Camp Clarke Folio Nebraska）』（1903） 

 ネルソン・ホレイショ・ダートン（Nelson Horatio Darton）他－ 
『アメリカ合衆国地質アトラス：サウスダコタ州エッジモント版 
（Geologic Atlas of the United States: Edgemont Folio South Dakota-Nebraska）』（1904） 

 『アメリカ合衆国地質アトラス：ウェストバージニア州モントレー版 
（Geologic Atlas of the United States: Monterey Folio Virginia-West Virginia）』（1899） 

 ネルソン・ホレイショ・ダートン（Nelson Horatio Darton）－ 
『アメリカ合衆国地質アトラス：バージニア州フレデリクスバーグ版 
（Geologic Atlas of the United States: Fredericksburg Folio Virginia - Maryland）』（1894） 

 クレオファス・シスニー・オハラ（Cleophas Cisney O'Harra）－ 
『アメリカ合衆国地質アトラス：ワイオミング州アラジン版 
（Geologic Atlas of the United States: Aladdin Folio Wyoming-South Dakota-Montana）』（1905） 

 ネルソン・ホレイショ・ダートン（Nelson Horatio Darton）－ 
『アメリカ合衆国地質アトラス：ウェストバージニア州フランクリン版 
（Geologic Atlas of the United States: Franklin Folio, West Virginia-Virginia）』（1896） 

 ネルソン・ホレイショ・ダートン（Nelson Horatio Darton）他－ 
『アメリカ合衆国地質アトラス：ワイオミング州デイトン版 
（Geologic Atlas of the United States: Bald Mountain-Dayton Folio, Wyoming）』（1906） 

 チャールズ・ウォーカー・モース（Charles Walker Morse）－ 
『ダイヤモンド・アトラス（The Diamond Atlas）』（1857） 
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画面左の Google Map 上で特定地域を拡大表示し

ます。本アーカイブに収録されている地図の中か

ら、その地域を含む地図が右側に表示されます。 

右側に表示される地図の画像にカーソルを移動

すると、拡大画像が別ウィンドウで表示されます。

Google Map 上で範囲指定すると、本アーカイブに

収録されている、指定範囲内の地域を含む地図

が右側に表示されます。 

■The National Archives: Selected Maps Representing the Long 19th Century 
（英国国立公文書館所蔵長い 19 世紀を代表する地図精選集成） 
 年代：1780 年～1925 年 

 言語：ドイツ語、フランス語ほか 

 原本所蔵機関：英国国立公文書館 

 収録資料：書籍 11 点、マニュスクリプト 86 点、地図 5,113 枚 

 
■Pacific Railway Surveys, 1853-1855: Reports of Explorations and Surveys to Ascertain the Most Practicable 

and Economical Route from the Mississippi River to the Pacific Ocean  
（太平洋鉄道調査、1853-1855 年：ミシシッピ川から大西洋までの最も実用的かつ経済的なルートを確認するための探

索・調査報告） 
 年代：1853 年～1855 年 

 言語：英語 

 原本所蔵機関：英国国立公文書館 

 収録資料：書籍 11 巻 

 

◆インターフェイス◆ 

■マップ・ロケーター（Map Locator） 
本アーカイブには非常に多くの地図が収録されています。これらの地図の中から特定の地域の地図を効率的に探し出すた

めに作られたのがマップ・ロケーターです。本アーカイブご利用者限定の機能です。 

 
■検索例１：エジプトの旅行記、地図 

検索対象範囲をDocument Titleに指定し、”egypt”で検索します。検索結果一覧画面左のContent Type欄に、“Epypt”をタ

イトルにもつ書籍が 75 件、マニュスクリプト 3 件、新聞記事が 21 件、地図が 97 件ヒットしたことが示されています。 
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■検索例２：チベット ラサの旅行記 
検索対象範囲を Keyword に指定し、”lhasa”を検索します。書籍と地図あわせて 19 件の結果が得られています。 

 
ヒットした書籍の閲覧画面。画面右の図版一覧リスト（Illustrations）から、表示中の書籍に掲載されている描画、写真、地図その

他の図版を探すことができます。 

 
 
 
 
※本データベースでは、特定の単語の出現頻度のグラフ化機能、言語解析ツール、基本検索・詳細検索、閲覧、

印刷、保存、書誌生成、メール送信、ブックマークの他、各種ビューワ機能、文書へのタグ生成機能、個人ア

カウント機能が実装されています。詳細は KINOLINE 誌 vol.34, no.6、 
19 世紀史料コレクションデータベース Nineteenth Century Collections Onlineをご参照ください。 

掲載商品のすべてのコンテンツと機能をお試しいただける 1 ヵ月の無料トライアルを受け付けております。 
掲載の商品・サービスに関するお申し込み、お問い合わせは、株式会社 紀伊國屋書店 学術情報商品部 雑誌・

電子商品課 (電話：03-6910-0518、ファクス：03-6420-1359、e-mail：online@kinokuniya.co.jp) までお願い致しま

す。 
お預かりした個人情報は、弊社規定の「個人情報取扱方針」http://www.kinokuniya.co.jp/06f/gaiyo6.htm に則り、取り扱わせて頂きます。 

 

http://www.kinokuniya.co.jp/03f/kinoline/1306_06.pdf
mailto:online@kinokuniya.co.jp
http://www.kinokuniya.co.jp/06f/gaiyo6.htm



